
Improving the health of future generations through indoor environments - Part 
9 : The relationship between housing/ neighbourhood environments and Sick 
House Syndrome symptoms

Norimichi Suzuki, Hiroko Nakaoka, Kayo Tsumura, 
Kohki Takaguchi, Ryotaro Iwayama, Hiromi Kita,

Mimae Nakahara, Shinji Tanaka, Yoshitake Nakayama

住環境から次世代の健康を考える

その 9 健康住空間アンケート調査による「住宅・近隣環境」と「シックハウス症候群」有症率との連関
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背景

多くの時間を過ごす室内での環境・行動が健康に及ぼ

す影響は大きい. 化学物質暴露やアレルギー疾患を予防す

るために, 「住宅・近隣環境」「個人・社会要因」「生活ス

タイル」の視点から健康リスクの改善および要因解明が

期待されている.
目的

前報（その 8）では, アンケート調査概要と参加者属性

および, シックハウス症候群・アレルギー疾患の既往歴, 
シックハウス症候群の有症率の記述統計量について報告

を行った. 本報では「住宅・近隣環境」に関する項目と

MM040EA 質問紙による室内で経験した 12 症状項目との

連関を示すことを目的とする.
方法

調査概要

協力が得られた住宅メーカーの住宅購入者と web アン

ケートシステムを利用し, 上記対象を除外後,築年数・居

住年数のスクリーニングを経たランダムサンプリングの 2
調査合計回答データ 4,996 名（男性 3,238，女性 1,758）, 
代表者による家族項目の回答 11,853 名を分析対象とした.
MM040EA 12 症状項目

表 1 に示した 12 症状項目について過去 1 年間の有症に

ついて回答させた. 設問は 2 段階あり「毎週のようにある」

「時々ある」と回答した人のうち, 自宅の環境と関連して

いると思いますか？の問いに「はい」と回答した人を

「有症あり」とした.
住宅・近隣環境項目

築年数： 「現在のお住まいの築年数は何年ですか」は 1
年未満, 1～3 年未満, 3～5 年未満, 5～10 年未満, 10～20 年

未満, 20 年以上の 6 カテゴリとした. 
CASBEE すまい健康チェックリスト短縮版： 「居間・リ

ビングで、窓、ドアを閉めても、室内や外の音・振動が

気になること」「居間・リビングで、夜、照明が足りずに

暗いと感じること」「寝室で、夏、部屋を閉め切ってエア

コンや扇風機をつけずに寝ること」「キッチンで、狭さや

高さなどのため無理な姿勢をとること」「家の中で、外か

らの視線が気になること」「居間・リビングで、冬、暖房

が効かずに寒いと感じること」「寝室で、夜、寒くて眠れ

ないこと」「脱衣所で、冬、寒いと感じること」「トイレ

で、冬、寒いと感じること」「浴室・脱衣所・洗面所でカ

ビが発生していること」 をそれぞれ, ４段階評価（0 点:
ない, 1 点:めったにない, 2 点:たまにある, 3 点:よくある）

で加算し合計値を 3 分位のカテゴリとした.
断熱性１）：主寝室の窓サッシ（窓枠）の素材・枚数から, 
断熱性能を推定し, S55 基準以前, S55 基準, H4 基準, H11
基準の 4 カテゴリとした. 
空気配慮仕様 2）3）： 全棟を対象に室内化学物質濃度測定

を行っている. 住宅性能表示 5 物質に対し指針値の 1／2
以下の達成を確認したものを（あり）, それ以外を（なし）
注）の 2 カテゴリとした.
リフォームの有無：「現在のお住まいのリフォームを実施

されたことがありますか」は未実施を（なし）, 1 年未満, 
1～3 年未満, 3～5 年未満, 5～10 年未満, 10 年以上前, に実

施を（あり）の 2 カテゴリとした.
結露の有無 リビング：「冬、現在のお住まいの結露の状

況は、次のうちのどれにあてはまりますか」は（ある, た
まにある, あまりない, ない）の 4 カテゴリとした. 
ほこりの有無 リビング：「現在のお住まいの中でホコリ

を目にする機会はどのくらいありますか」は（ある, たま

にある, あまりない, ない）の 4 カテゴリとした. 
構造： 木造, 鉄骨造, 鉄筋コンクリート造, その他をぞれ

ぞれに（あり）（なし）の 2 カテゴリとした.
窓開け換気を阻害する近隣環境の有無：「現在のお住まい

の近隣環境が原因で窓開け換気をためらうことがありま

すか」は幹線道路, 高速道路, 工場, 近隣の家, 公園, 学校, 
その他,のいずれかに該当を（あり）, それ以外を（なし）

の 2 カテゴリとした.
分析方法

クロス集計とχ二乗検定を行い 2 つの変数間の関連性

の程度を表す指標として, クラメールの連関係数を求めた.
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解析には SPSS 25.0 for Win を用い**p<0.01, **p<0.05 を有

意とした.
結果

クロス集計の結果を表 1 に示す. 〈築年数〉〈断熱性〉

〈構造〉は室内で経験した 12 症状項目に, 有意な傾向が

見られたが, 連関係数は 0.1 以下であった. 〈CASBEE す

まい健康チェックリスト短縮版_低〉は「とても疲れる」, 
「物事に集中できない」「鼻水・鼻づまり、鼻がチクチク

する」(v = 0.16).〈リフォーム_有〉は「はきけやめまいが

する」(v = 0.11), 「頭が重い」(v = 0.10).〈リビングのホコ

リ_有〉は「声がかすれる、のどが乾燥する」 (v = 0.11), 
「鼻水・鼻づまり、鼻がチクチクする」(v = 0.10).〈リビ

ングの結露_有〉は「とても疲れる」(v = 0.13), 「物事に

集中できない」 (v = 0.12),「はきけやめまいがする」「鼻

水・鼻づまり、鼻がチクチクする」「せきがでる」(v = 
0.11) .〈空気配慮仕様_なし〉は「とても疲れる」(v = 
0.15), 「頭が痛い」(v = 0.13), 「物事に集中できない」(v
= 0.12), 「鼻水・鼻づまり、鼻がチクチクする」「頭が重

い」(v = 0.11). 〈窓開け換気を阻害する近隣環境_あり〉

は「物事に集中できない」「顔が乾燥したり赤くなる」(v
= 0.13), 「目がかゆい・あつい・チクチクする」(v = 0.12)
と連関を示した.
考察

〈CASBEE すまい健康チェックリスト短縮版〉は住ま

いの健康性を評価するもので, シックハウス症候群特有の

症状とも連関を示したと考えられる .〈リフォームの有

無〉においては, リフォーム後の化学物質濃度の増加との

関連が推測される.〈リビングのホコリの有無〉は喘息や

アレルギー症状発生との関連が示唆されている, ホコリ中

のフタル酸エステル等の準揮発性有機化合物（Semi 
Volatile Organic Compounds; SVOC）との関連が推測される. 
〈リビングの結露の有無〉も同様に, 微生物由来揮発性有

機化合物（Microbial Volatile Organic Compounds; MVOC）
との関連が推測される.〈空気配慮仕様〉は, 竣工直後に

住宅性能表示 5 物質に対し濃度測定を行い, 指針値濃度の

1／2 以下を全棟で達成している 2,3). 低化学物質住空間が

有症率低下との関連を示したと推測される.〈窓開け換気

を阻害する近隣環境〉は, 換気を阻害される要素がある事

で, 換気行動が制限された事が関連したと推測される.
まとめ

「住宅・近隣環境」と MM040EA 質問紙による室内で

経験した 12 症状項目の連関を示した. 今回の分析では総

体的に連関係数が低かった. 要因として多くが 2 値のクロ

ス集計であった事が考えられる. 今後は多変量解析を行う

事で, より詳細に室内での有症との関係を示していく予定

である. また, 本研究の研究の限界として, 横断研究であ

ることから因果関係を明らかにすることはできない. 
注１）（なし）としたグループの化学物質濃度については詳

細を把握する事が不可能であったため, 濃度の高低を示す

ものではない.
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表 1 「住宅・近隣環境」と MM040EA 質問紙による室内で経験した 12症状項目のクロス集計

築年数
CASBEE

高ー低 b)

断熱性

低ー高

リフォーム

無ー有

リビング/

ホコリ

無ー有 b)

リビング/

結露

無ー有 b)

空気配慮

仕様

有ー無 b)

木造 鉄骨
換気阻害

近隣環境

1.とても疲れる -0.01 0.16c) ** 0.08 ** 0.07 ** 0.08 ** 0.13 ** 0.15 ** 0.05 ** -0.10 ** 0.03 *

2.頭が重い -0.04 0.14 ** 0.04 0.10 ** 0.05 * 0.09 ** 0.11 ** -0.02 0.06 * 0.10 **

3.頭が痛い -0.03 0.13 ** 0.03 0.07 ** 0.05 * 0.10 ** 0.13 ** -0.05 * -0.08 ** 0.05 

4.はきけやめまいがする 0.04 0.08 * 0.00 0.11 ** 0.04 0.11 ** 0.08 * -0.04 0.04 0.05 *

5.物事に集中できない -0.02 0.16 ** 0.06 ** 0.08 ** 0.08 ** 0.12 ** 0.12 ** -0.04 0.05 0.13

 

**

6.目がかゆい・あつい・チクチクする -0.02 0.11 ** 0.02 0.05 * 0.03 0.09 ** 0.07 ** -0.04 0.02 0.12 **

7.鼻水・鼻づまり、鼻がチクチクする -0.04 * a) 0.16 ** 0.02 ** 0.06 ** 0.10 ** 0.11 ** 0.11 ** -0.03 -0.08 ** 0.01 

8.声がかすれる、のどが乾燥する 0.05 ** 0.12 ** -0.01 0.03 0.10 ** 0.03 0.07 ** 0.03 -0.07 0.05 *

9.せきがでる -0.03 0.15 ** 0.04 0.05 * 0.08 ** 0.11 ** 0.09 ** -0.04 -0.06 ** 0.00 

10.顔が乾燥したり赤くなる 0.05 0.10 ** 0.02 0.02 0.08 ** 0.06 * 0.02 0.05 -0.02 0.13 **

11.頭や耳がかさつく・かゆい 0.00 0.09 ** 0.03 0.00 0.07 ** 0.06 * 0.03 0.00 0.01 0.01 

12.手が乾燥する・かゆい・赤くなる -0.04 -0.11 ** 0.01 0.04 0.08 ** 0.07 ** 0.04 -0.02 0.03 0.03 

a) ** p<0.01, * p<0.05 b)  値の符号を反転した c)  連関係数 0.1 以上の値を太字とした
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